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サステナブルNRT2050におけるCO2削減目標

2030年度目標（中期）

 NAAグループが排出するCO2を2015年度比で30％削減します

 成田空港から排出されるCO2を2015年度比で

発着回数1回あたり30%削減します

 NAAの「ネクストアクション」を定めてCO2削減を推進します

 更なる機能強化における環境負荷低減の取り組みを推進します

2050年度目標（長期）

 NAAグループが排出するCO2を にします

 成田空港から排出されるCO2を2015年度比で

50％削減します

ステークホルダーの皆様との協働により検討・推進する取り組み（空港全体）

次世代型航空機の受入体制の整備SAF*1の受入体制の整備

GSE*2車両のゼロカーボン化フォークリフトの低公害化

ステークホルダーのCO2排出量削減促進策の導入

2030 2050

NAAグループの取り組み

① 先進技術の導入（業務用車両の低公害化、ゼロカーボン化等）

② ネクストアクション （NAA本社ビル・NAA社員の取り組み）

③ 更なる機能強化（工事中の環境負荷低減等）

*1 Sustainable Aviation Fuelの略。

原材料の生産・収集から燃焼までの過

程で、CO2排出量が少ない持続可能

な供給源から製造されるジェット燃料。

*2 Ground Support Equipment

の略。グランドハンドリング作業に使用す

る器材の総称。



管制分野の連携施策例 成田空港CDM（A-CDM）
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TSAT：目標スタートアップ承認時刻
TOBT：目標移動開始時刻

空港CDM：航空会社、ハンドリング会社、管制
機関、NAA等の関係者が相互に航空機の運航や
空港の運用に関する情報現況及び予測をタイム
リーに共有し、スタッフ・機材・施設などのリソースを
最大限に活用して協調的に空港運用能力を全体
的に強化する取り組み。2020年4月から本運用
開始。
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◇ 成田空港ＣＤＭ運営理事会
議長：NAA 副議長：航空局、AOC
事務局：NAA
参加者：航空局、航空会社、ハンドリング会社、NAA等

空港ＣＤＭの運営状況及び課題等を検討

◇ 首都圏空港の協調的運用ＷＧ成田分科会
主催 ：航空局
参加者：航空局、航空会社、ＮＡＡ，電子研、

管制協会等
検討事項：TSAT算出、滑走路処理能力の最大

活用を目的とした運用方法等

検討体制
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TSATオペレーションの効果
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CDMシステム（ウェブ画面）


